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敬 老 の 日 を お 祝 い し て ～ 各 施 設 の 風 景 ～

認 知 症 基 本 法 が 成 立 ！

認  知  症 の 人 へ の 支  援  や 配  慮 あ る 社  会 へ
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　 2 0 2 3 年 ６ 月 1 4 日 　 認 知 症 基 本 法 案 が 参 議 院 本 会 議 で 可 決 と な り 、 認 知 症 基 本 法 が 成 立 し ま し た 。

「 認 知 症 基 本 法 」 と は 、 認 知 症 が あ る 人 で も 尊 厳 を も っ て 社 会 の 一 員 と し て 自 分 ら し く 生 き る た

め の 支 援 や 、 認 知 症 予 防 の た め の 施 策 を 定 め る た め の 法 律 で す 。

認 知 症 の 人 へ の

支 援 や 配 慮 あ る 社 会 へ

認  知  症  基  本  法  が  成  立 ！

基 本 施 策

理 解 促 進 社 会 参 加 の 機 会 確 保
医 療 福 祉 の 提 供 体 制 整 備
相 談 態 勢 整 備

都 道 府 県
市 町 村

当 事 者 ・ 家 族 の 意 見 聞 き
計 画 策 定 努 力 義 務

認 知 症 施 策
推 進 本 部

施 策 推 進 の
基 本 計 画 策 定 義 務 付 け

認 知 症 基 本 法

Q. ど ん な 法 律 な の ？

認 知 症 基 本 法 で は 、 以 下 の こ と が 明 文 化 さ れ ま し た 。

① 　 認 知 症 の 人 が 尊 厳 を 保 持 し つ つ 希 望 を 持 っ て 暮 ら す こ と

② 　 認 知 症 の 人 を 含 め た 国 民 一 人 一 人 が そ の 個 性 と 能 力 を 十 分 に 発 揮 し 、 相 互 に 人 格 と

　 　 個 性 を 尊 重 し つ つ 支 え 合 い な が ら 共 生 す る 活 力 あ る 社 会

認 知 症 や そ の 家 族 や 関 係 者 だ け が 認 知 症 を 考 え る の で は な く 、 全 て の 国 民 一 人 一 人 が

「 わ が こ と 」 と し て 、 認 知 症 に つ い て 考 え 、 取 り 組 み ま し ょ う と い う も の で す 。

Q. ど う か わ る の ？

認 知 症 に つ い て い ろ い ろ な 人 に 知 っ て も ら う た め に 、 学 校 教 育 等 な ど で 学 ぶ 機 会 が 増 え

ま す 。

　 ま た 、 「 認 知 症 の 日 」 を ９ 月 2 1 日 に 、 「 認 知 症 月 間 」 を ９ 月 １ 日 か ら ９ 月 3 0 日 と し 、

そ の 期 間 、 認 知 症 基 本 法

の 目 的 や 意 味 に ふ さ わ し

い 行 事 が 行 わ れ ま す 。

　 国 は 認 知 症 の 基 本 計 画 を 立

て る と と も に 国 会 で 報 告 し 、

計 画 内 容 ・ 達 成 状 況 を イ ン

タ ー ネ ッ ト な ど で 報 告 す る こ

と に な り ま す 。

※ ７ ペ ー ジ に 関 連 記 事 と し て 「 認 知 症 予 防 の 食 事 」 を 掲 載 し て お り ま す の で 、 ご 参 照 く だ さ い 。

　 敬 老 の 日 は 、1 9 4 7 （ 昭 和 2 2 ） 年 に 兵 庫 県 多 可 郡 多 可 町 八 千 代 区 で 「 と し よ り の 日 」 と し て 設 け ら れ た の が 始 ま り と

言  わ  れ て  い ま  す 。

　 こ の 呼 び  方 は 各 界 か ら 異 議 が 上 が り 、 「 老 人 の 日 」 と な り 、1 9 6 6 （ 昭 和 4 1 ） 年 に 現 在 の 「 敬 老 の 日 」 と 改 め ら れ 、 国

民 の 祝 日 に な っ た も の で す 。 こ の 敬 老 の 日 の 祝 日 は 2 0 0 2 （ 平 成 1 4 ） 年 ま で は ９ 月 1 5 日 の 固 定 で し た が 、 ハ ッ ピ ー マ

ン デ ー 制 度 に よ り 2 0 0 3 （ 平 成 1 5 ） 年 か ら ９ 月 の 第 ３ 月 曜 日 と な り 、 敬 老 の 日 は 年 ご と に 変 わ る よ う に な り ま し た 。 そ

し て 以 前 の 敬 老 の 日 は 、 「 老 人 の 日 」 と 名 称 を 変 え 、 現 在 に 至 っ て い ま す 。

　 「 敬 老 の 日 」 は 、 「 長 年 社 会 に 貢 献 し て き た 老 人 を 敬 愛 し 、 長 寿 を 祝 い 、 老 人 福 祉 へ の 関 心 を 深 め る 」 こ と を 趣 旨

と し て い る そ う で す 。

　 そ し て 、 「 老 人 の 日 」 は お 年 寄 り 自 身 が 元 気 で い き い き と 暮 ら す こ と を 促 す 日 だ そ う で す 。

敬 老 の 日 を お 祝 い し ての 日 を し て

～ 敬 老 の 日 と 老 人 の 日 ~

　 ９ 月 1 8 日 に 敬 老  会 を 開 催 し ま し た 。 昨 年 よ り も

賑  や  か  に  行  う  予  定  で  し  た  が  、 直  前  に  な  っ  て  新  型  コ

ロ ナ の 濃 厚 接 触 者 が 発 生 し 、 急 遽 、 規 模 を 縮 小 し

行  い ま し た  。 傘  寿 ・ 喜  寿 ・

米  寿 ・ 白  寿  に  な ら  れ  る 方  に

表 彰 状 と 記 念 品 の 贈 答 を

行  い  、 お  祝  い  膳  を  み  ん  な  で

舌  鼓 を う ち な が ら 楽 し み ま

し た 。

総  合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た

敬 老 行 事

　  ９ 月 1 5 日 の  老  人 の 日 に 敬  老 祝  賀  式  典 を

行 い ま し た 。

　 施 設 長 挨 拶 の 後 、 卒 寿 、 米 寿 を 迎 え ら

れ た 方 に 表 彰 状 と 施 設 か ら の プ レ ゼ ン ト

を お  渡 し し ま し た 。

　  そ  の  後  、 皆  さ  ん  で  祝  い  膳  を  召  し  上  が  っ

て い た だ き ま し た 。

第 ２ 日 本 原 荘

敬 老 行 事

～  各 施 設 の 風 景  ～
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（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書

事 業 活 動 収 入 計 1, 6 5 9, 3 0 2, 7 0 6

事 業 活 動 支 出 計 1, 6 2 5, 4 2 6, 7 9 5

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額  3 3, 8 7 5, 9 1 1

施 設 整 備 等 収 入 計 2 2, 1 4 5, 1 8 6

施 設 整 備 等 支 出 計 1 1 1, 7 3 0, 2 7 0

施 設 整 備 等 資 金 収 支 差 額 （ 8 9, 5 8 5, 0 8 4 ）

そ の 他 の 活 動 収 入 計 2 2, 4 2 0, 0 8 9

そ の 他 の 活 動 支 出 計 2 0, 1 1 7, 0 4 2

そ の 他 の 活 動 資 金 収 支 差 額  2, 3 0 3, 0 4 7

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 （ 5 3, 4 0 6, 1 2 6 ）

前 期 末 支 払 資 金 残 高  5 3 8, 9 9 2, 1 0 4

当 期 末 支 払 資 金 残 高  4 8 5, 5 8 5, 9 7 8

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書

サ ー ビ ス 活 動 収 益 計  1, 6 5 3, 8 3 3, 8 6 1

サ ー ビ ス 活 動 費 用 計  1, 7 2 1, 7 0 7, 3 2 3

サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 （ 6 7, 8 7 3, 4 6 2 ）

サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計 5, 4 6 8, 8 4 5

サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 8, 1 8 5, 3 5 9

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 差 額 （ 2, 7 1 6, 5 1 4 ）

経 常 増 減 差 額 （ 7 0, 5 8 9, 9 7 6 ）

特 別 収 益 計 5, 3 7 2, 3 4 8

特 別 費 用 計 3, 4 1 4, 6 3 0

特 別 増 減 差 額 1, 9 5 7, 7 1 8

当 期 活 動 増 減 差 額 （ 6 8, 6 3 2, 2 5 8 ）

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額  4 5 8, 7 1 9, 0 0 8

◆ 令 和 ４ 年 度 苦 情 受 付 状 況 （ 法 人 全 体 ）  ◆

苦 情 の 内 容 苦 情 件 数  解 決 済 件 数

ケ ア の 内 容 に 関 す る 苦 情 0 件 0 件

職 員 の 言 動 及 び 態 度 に 関 す る 苦 情  2 件 ２ 件

そ の 他 の 苦 情 2 件 ２ 件

　 　 　 　 　 合 　 　 計 4  件   ４ 件

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 貸 借 対 照 表

令 和 ５ 年 ７ 月 1 1 日 ㈫ 1 4 時 か ら 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 日 本

原 荘 ユ ニ ッ ト 型 会 議 研 修 室 に て 苦 情 解 決 第 三 者 委 員 会 を

開 催 し 、 右 の と お り 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 に つ い て 報 告 し

ま す 。

全 世 代 型 の 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 の 構 築 に 向 け て 、 質 の 高 い 医 療 ・ 介 護 を 効 率 的 に 提 供 す る た め の 基 盤 整

備 、 地 域 ニ ー ズ に 対 応 し た サ ー ビ ス 等 基 盤 の 整 備 や 、 人 材 確 保 、 介 護 保 険 制 度 の 持 続 可 能 性 の 確 保 に 向 け た 早 急

な 対 応 が 必 要 と さ れ た 介 護 保 険 制 度 の 見 直 し に 関 す る 意 見 書 が ま と め ら れ た 。

当 法 人 で も こ の 意 見 が ま と め ら れ る ま で の 過 程 を 参 考 に し な が ら 、 法 人 内 で 共 有 し て I C T化 を 進 め 、 各 拠 点 の 介 護 情 報

を 利 活 用 で き る シ ス テ ム を 導 入 し た 。

ま た 、 「 コ ロ ナ 克 服 ・ 新 時 代 開 拓 の た め の 経 済 対 策 」 を 踏 ま え 、 介 護 ・ 障 害 福 祉 職 員 の 処 遇 改 善 を 目 的 と す る 臨 時 報 酬

改 定 が 行 わ れ 「 介 護 職 員 等 ベ ー ス ア ッ プ 等 支 援 加 算 」 が 設 け ら れ た の で 、 法 人 一 括 で の 申 請 を 行 い 職 員 の 賃 金 改 善 に 努 め

た 。

３ 年 に 及 ぶ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 で は 、 国 ・ 県 か ら の 定 期 的 な 助 言 や 連 絡 を 受 け 感 染 予 防 に 努 め た が 、 全 て の 入 所 型

施 設 で ク ラ ス タ ー が 発 生 し 早 期 終 息 に 向 け て 全 職 員 で 対 応 に あ た っ た 。

地 域 の 独 居 高 齢 者 や 高 齢 世 帯 を 対 象 に し て 配 食 サ ー ビ ス を 実 施 し 、 地 域 連 携 担 当 職 員 と 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー が 協 働 し て

ゴ ミ 出 し や 外 出 支 援 な ど の 生 活 援 助 活 動 を 行 っ た 。 ま た 津 山 市 社 会 福 祉 協 議 会 が 毎 月 １ 回 開 催 し た 集 い の 場 で の 地 域 住 民

の 送 迎 を 担 当 す る と と も に 、 法 人 単 独 で も 集 い の 場 を 開 催 し た 。

介 護 サ ー ビ ス の 利 用 に 際 し 、 利 用 者 負 担 額 軽 減 制 度 や 無 料 ま た は 低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 を 実 施 し 、 生 活 困 窮 者

自 立 支 援 法 に 基 づ く 就 労 訓 練 事 業 も 行 っ た 。

人 材 確 保 に つ い て は 、 年 度 当 初 か ら 在 留 資 格 介 護 で 介 護 福 祉 士 を 取 得 し た 外 国 人 材 が ２ 名 就 労 し 、 新 た に ２ 名 の 在 留 資

格 介 護 の 人 材 の 受 け 入 れ が 決 ま っ た 。

１
概   要

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書 の 収 入 面 で は 、 ８ 月 以 降 に 法 人 内 入 所 型 施 設 の ６ 施 設 全 て に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 ク ラ ス タ ー に 至 り 、 新 規 入 所 受 入 れ 並 び に 併 設 す る 短 期 入 所 、 通 所 利 用 等 を 一 時 休 止 し た こ と も 理 由 の

一 つ で あ る が 、 事 業 計 画 に 沿 っ た 稼 働 率 に 到 達 し な い 事 業 所 が 多 か っ た こ と も 要 因 と し て 、 令 和 ４ 年 度 決 算 の 事

業 活 動 収 入 計 は 減 収 と な っ た 。

支 出 面 で は 、 人 件 費 支 出 は 介 護 職 員 等 ベ ー ス ア ッ プ 等 支 援 加 算 を 手 当 と し て 支 給 し た こ と も 影 響 し 増 加 。 事 業 費 支 出 に

つ い て 水 道 光 熱 費 は 電 気 代 等 高 騰 の 影 響 に よ り 増 加 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 対 策 と し て の 衛 生 物 品 等 の 買 い 増 し 、 在 宅

酸 素 濃 縮 器 増 大 等 に よ り 保 健 衛 生 費 、 賃 貸 料 も 含 め 増 加 し た 。 事 務 費 支 出 に つ い て は 前 期 に L E D 更 新 費 用 を 修 繕 費 に 計 上

し た こ と を 要 因 と し て 事 務 費 は 減 少 と な っ た も の の 、 事 業 活 動 支 出 計 は 増 加 。 結 果 当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 は マ イ ナ ス 計 上

と な っ た 。

令 和 ４ 年 度 決 算 に お い て は 、 燃 料 費 を 含 む 物 価 高 騰 に よ る 財 務 へ の 影 響 が 顕 著 に な っ て き た 。 こ の 難 局 が 回 復 ま で に 要

す る 期 間 も 読 め な い 状 況 で あ り 、 収 支 確 保 の 意 識 を 含 め 収 支 改 善 へ の 検 討 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。

2
事 業 収 支

状 況

Ⅰ 　 通 所 サ ー ビ ス 　 Ⅱ 　 短 期 入 所 事 業

Ⅲ 　 訪 問 介 護 　 Ⅳ 　 居 宅 介 護 支 援

Ⅴ 　 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

＊ デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た に つ い て は 、

　 令 和 ４ 年 1 0 月 よ り 休 止 す る 。

在 宅 サ ー ビ ス2

放 課 後 学 童 保 育 事 業
（ 登 録 者 3 3 名 　 延 人 数 4 6 7 名 ）

３

配 食 サ ー ビ ス 事 業
（ 登 録 者 6 9 名 　 延 配 食 数 1 1, 7 0 3 食 ）

＊ 美 作 市 「 食 」 の 自 立 支 援 事 業 に つ い て は 、

　 令 和 ５ 年 度 以 降 受 託 予 定 な し 。

4

社 会 福 祉 法 人 等 に よ る 利 用 者 負 担
軽 減 制 度 及 び 無 料 又 は
低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 　

軽 減 金 額 1, 6 7 7 千 円

5

生 活 支 援 サ ポ ー タ ー 活 動
（ 利 用 登 録 者 数 ９ 名 　 延 利 用 数 1 4 0 回 ）

6

● 日 本 原 荘  3 8 名 （ 従 来 型 ）
● 日 本 原 荘  8 0 名 （ ユ ニ ッ ト 型 ）
● 第 ３ 日 本 原 荘  5 0 名

入 所 施 設1

特 養

● 第 ２ 日 本 原 荘  5 0 名軽 費

● 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  9 2 名老 健

● 総 合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た   2 9 名特 養

● ケ ア ハ ウ ス か つ た 2 0 名特  定 ・ 一  般

3
 実 施 事 業

内 容

生 活 支 援 サ ポ ー タ ー と 協 働 に よ る

高 齢 者 世 帯 へ の 生 活 支 援 の 実 施

1

在 宅 高 齢 者 向 け の 相 談 窓 口 を 設 置 し 、

勝 北 圏 域 内 の 高 齢 者 ニ ー ズ 把 握 の 実 施

2

独 居 高 齢 者 、 高 齢 世 帯 を 対 象 と し た

配 食 サ ー ビ ス の 実 施

3

生 活 困 窮 者 自 立 支 援 活 動

（ 令 和 ４ 年 度 １ 名 　 延 5 9 日 間 ）

4

障 害 者 の 中 間 的 就 労 支 援5

勝 北 集 い の 場 「 福 ち ゃ ん 家 」 の 設 置 運 営6

中 学 校 等 の 福 祉 教 育 活 動 に お け る 職 員 派 遣

（ 津 山 中 央 看 護 専 門 学 校 へ 1 5 回 派 遣 ）

7

災 害 時 に お け る 各 種 支 援 活 動 の 実 施8

生 活 困 窮 者 に 対 す る 物 資 支 援9

４
地 域 に お け る

公 益 的 な 取 り 組 み

実 施 状 況

令  和 ４ 年 度 　 決 算 報 告令  和 ４ 年 度 　 決 算 報 告

令  和 ４ 年 度

令  和 ４ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告令  和 ４ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告

事 業 報 告

 資 　 産 　 の 　 部

流 動 資 産 5 3 3, 2 0 5, 9 7 4

  

  

固 定 資 産 2, 3 4 3, 8 3 0, 2 8 7

　 基 本 財 産 1, 9 7 2, 3 7 7, 4 2 0

　 そ の 他 の 固 定 資 産 3 7 1, 4 5 2, 8 6 7

資 産 の 部 合 計 2, 8 7 7, 0 3 6, 2 6 1

 負 　 債 　 の 　 部

流 動 負 債 1 8 2, 4 4 6, 7 1 0

固 定 負 債 8 7 1, 1 9 3, 4 1 4

負 債 の 部 合 計 1, 0 5 3, 6 4 0, 1 2 4

 純 　 資 　 産 　 の 　 部

基 本 金 6 2 3, 3 4 5, 8 0 7

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金  7 2 4, 6 2 1, 3 2 2

そ の 他 の 積 立 金 1 6, 7 1 0, 0 0 0

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 4 5 8, 7 1 9, 0 0 8

（ う ち 当 期 活 動 増 減 差 額 ） （ 6 8, 6 3 2, 2 5 8 ）

純 資 産 の 部 合 計 1, 8 2 3, 3 9 6, 1 3 7

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  2, 8 7 7, 0 3 6, 2 6 1

44 　 　　 　 日 本 原 荘日 本 原 荘     福 祉 だ よ り 　 V ol. 1 1 9福 祉 だ よ り 　 V ol. 1 1 9



（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書

事 業 活 動 収 入 計 1, 6 5 9, 3 0 2, 7 0 6

事 業 活 動 支 出 計 1, 6 2 5, 4 2 6, 7 9 5

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額  3 3, 8 7 5, 9 1 1

施 設 整 備 等 収 入 計 2 2, 1 4 5, 1 8 6

施 設 整 備 等 支 出 計 1 1 1, 7 3 0, 2 7 0

施 設 整 備 等 資 金 収 支 差 額 （ 8 9, 5 8 5, 0 8 4 ）

そ の 他 の 活 動 収 入 計 2 2, 4 2 0, 0 8 9

そ の 他 の 活 動 支 出 計 2 0, 1 1 7, 0 4 2

そ の 他 の 活 動 資 金 収 支 差 額  2, 3 0 3, 0 4 7

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 （ 5 3, 4 0 6, 1 2 6 ）

前 期 末 支 払 資 金 残 高  5 3 8, 9 9 2, 1 0 4

当 期 末 支 払 資 金 残 高  4 8 5, 5 8 5, 9 7 8

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書

サ ー ビ ス 活 動 収 益 計  1, 6 5 3, 8 3 3, 8 6 1

サ ー ビ ス 活 動 費 用 計  1, 7 2 1, 7 0 7, 3 2 3

サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 （ 6 7, 8 7 3, 4 6 2 ）

サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計 5, 4 6 8, 8 4 5

サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 8, 1 8 5, 3 5 9

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 差 額 （ 2, 7 1 6, 5 1 4 ）

経 常 増 減 差 額 （ 7 0, 5 8 9, 9 7 6 ）

特 別 収 益 計 5, 3 7 2, 3 4 8

特 別 費 用 計 3, 4 1 4, 6 3 0

特 別 増 減 差 額 1, 9 5 7, 7 1 8

当 期 活 動 増 減 差 額 （ 6 8, 6 3 2, 2 5 8 ）

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額  4 5 8, 7 1 9, 0 0 8

◆ 令 和 ４ 年 度 苦 情 受 付 状 況 （ 法 人 全 体 ）  ◆

苦 情 の 内 容 苦 情 件 数  解 決 済 件 数

ケ ア の 内 容 に 関 す る 苦 情 0 件 0 件

職 員 の 言 動 及 び 態 度 に 関 す る 苦 情  2 件 ２ 件

そ の 他 の 苦 情 2 件 ２ 件

　 　 　 　 　 合 　 　 計 4  件   ４ 件

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 貸 借 対 照 表

令 和 ５ 年 ７ 月 1 1 日 ㈫ 1 4 時 か ら 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 日 本

原 荘 ユ ニ ッ ト 型 会 議 研 修 室 に て 苦 情 解 決 第 三 者 委 員 会 を

開 催 し 、 右 の と お り 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 に つ い て 報 告 し

ま す 。

全 世 代 型 の 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 の 構 築 に 向 け て 、 質 の 高 い 医 療 ・ 介 護 を 効 率 的 に 提 供 す る た め の 基 盤 整

備 、 地 域 ニ ー ズ に 対 応 し た サ ー ビ ス 等 基 盤 の 整 備 や 、 人 材 確 保 、 介 護 保 険 制 度 の 持 続 可 能 性 の 確 保 に 向 け た 早 急

な 対 応 が 必 要 と さ れ た 介 護 保 険 制 度 の 見 直 し に 関 す る 意 見 書 が ま と め ら れ た 。

当 法 人 で も こ の 意 見 が ま と め ら れ る ま で の 過 程 を 参 考 に し な が ら 、 法 人 内 で 共 有 し て I C T化 を 進 め 、 各 拠 点 の 介 護 情 報

を 利 活 用 で き る シ ス テ ム を 導 入 し た 。

ま た 、 「 コ ロ ナ 克 服 ・ 新 時 代 開 拓 の た め の 経 済 対 策 」 を 踏 ま え 、 介 護 ・ 障 害 福 祉 職 員 の 処 遇 改 善 を 目 的 と す る 臨 時 報 酬

改 定 が 行 わ れ 「 介 護 職 員 等 ベ ー ス ア ッ プ 等 支 援 加 算 」 が 設 け ら れ た の で 、 法 人 一 括 で の 申 請 を 行 い 職 員 の 賃 金 改 善 に 努 め

た 。

３ 年 に 及 ぶ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 で は 、 国 ・ 県 か ら の 定 期 的 な 助 言 や 連 絡 を 受 け 感 染 予 防 に 努 め た が 、 全 て の 入 所 型

施 設 で ク ラ ス タ ー が 発 生 し 早 期 終 息 に 向 け て 全 職 員 で 対 応 に あ た っ た 。

地 域 の 独 居 高 齢 者 や 高 齢 世 帯 を 対 象 に し て 配 食 サ ー ビ ス を 実 施 し 、 地 域 連 携 担 当 職 員 と 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー が 協 働 し て

ゴ ミ 出 し や 外 出 支 援 な ど の 生 活 援 助 活 動 を 行 っ た 。 ま た 津 山 市 社 会 福 祉 協 議 会 が 毎 月 １ 回 開 催 し た 集 い の 場 で の 地 域 住 民

の 送 迎 を 担 当 す る と と も に 、 法 人 単 独 で も 集 い の 場 を 開 催 し た 。

介 護 サ ー ビ ス の 利 用 に 際 し 、 利 用 者 負 担 額 軽 減 制 度 や 無 料 ま た は 低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 を 実 施 し 、 生 活 困 窮 者

自 立 支 援 法 に 基 づ く 就 労 訓 練 事 業 も 行 っ た 。

人 材 確 保 に つ い て は 、 年 度 当 初 か ら 在 留 資 格 介 護 で 介 護 福 祉 士 を 取 得 し た 外 国 人 材 が ２ 名 就 労 し 、 新 た に ２ 名 の 在 留 資

格 介 護 の 人 材 の 受 け 入 れ が 決 ま っ た 。

１
概   要

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書 の 収 入 面 で は 、 ８ 月 以 降 に 法 人 内 入 所 型 施 設 の ６ 施 設 全 て に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 ク ラ ス タ ー に 至 り 、 新 規 入 所 受 入 れ 並 び に 併 設 す る 短 期 入 所 、 通 所 利 用 等 を 一 時 休 止 し た こ と も 理 由 の

一 つ で あ る が 、 事 業 計 画 に 沿 っ た 稼 働 率 に 到 達 し な い 事 業 所 が 多 か っ た こ と も 要 因 と し て 、 令 和 ４ 年 度 決 算 の 事

業 活 動 収 入 計 は 減 収 と な っ た 。

支 出 面 で は 、 人 件 費 支 出 は 介 護 職 員 等 ベ ー ス ア ッ プ 等 支 援 加 算 を 手 当 と し て 支 給 し た こ と も 影 響 し 増 加 。 事 業 費 支 出 に

つ い て 水 道 光 熱 費 は 電 気 代 等 高 騰 の 影 響 に よ り 増 加 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 対 策 と し て の 衛 生 物 品 等 の 買 い 増 し 、 在 宅

酸 素 濃 縮 器 増 大 等 に よ り 保 健 衛 生 費 、 賃 貸 料 も 含 め 増 加 し た 。 事 務 費 支 出 に つ い て は 前 期 に L E D 更 新 費 用 を 修 繕 費 に 計 上

し た こ と を 要 因 と し て 事 務 費 は 減 少 と な っ た も の の 、 事 業 活 動 支 出 計 は 増 加 。 結 果 当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 は マ イ ナ ス 計 上

と な っ た 。

令 和 ４ 年 度 決 算 に お い て は 、 燃 料 費 を 含 む 物 価 高 騰 に よ る 財 務 へ の 影 響 が 顕 著 に な っ て き た 。 こ の 難 局 が 回 復 ま で に 要

す る 期 間 も 読 め な い 状 況 で あ り 、 収 支 確 保 の 意 識 を 含 め 収 支 改 善 へ の 検 討 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。

2
事 業 収 支

状 況

Ⅰ 　 通 所 サ ー ビ ス 　 Ⅱ 　 短 期 入 所 事 業

Ⅲ 　 訪 問 介 護 　 Ⅳ 　 居 宅 介 護 支 援

Ⅴ 　 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

＊ デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た に つ い て は 、

　 令 和 ４ 年 1 0 月 よ り 休 止 す る 。

在 宅 サ ー ビ ス2

放 課 後 学 童 保 育 事 業
（ 登 録 者 3 3 名 　 延 人 数 4 6 7 名 ）

３

配 食 サ ー ビ ス 事 業
（ 登 録 者 6 9 名 　 延 配 食 数 1 1, 7 0 3 食 ）

＊ 美 作 市 「 食 」 の 自 立 支 援 事 業 に つ い て は 、

　 令 和 ５ 年 度 以 降 受 託 予 定 な し 。

4

社 会 福 祉 法 人 等 に よ る 利 用 者 負 担
軽 減 制 度 及 び 無 料 又 は
低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 　

軽 減 金 額 1, 6 7 7 千 円

5

生 活 支 援 サ ポ ー タ ー 活 動
（ 利 用 登 録 者 数 ９ 名 　 延 利 用 数 1 4 0 回 ）

6

● 日 本 原 荘  3 8 名 （ 従 来 型 ）
● 日 本 原 荘  8 0 名 （ ユ ニ ッ ト 型 ）
● 第 ３ 日 本 原 荘  5 0 名

入 所 施 設1

特 養

● 第 ２ 日 本 原 荘  5 0 名軽 費

● 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  9 2 名老 健

● 総 合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た   2 9 名特 養

● ケ ア ハ ウ ス か つ た 2 0 名特  定 ・ 一  般

3
 実 施 事 業

内 容

生 活 支 援 サ ポ ー タ ー と 協 働 に よ る

高 齢 者 世 帯 へ の 生 活 支 援 の 実 施

1

在 宅 高 齢 者 向 け の 相 談 窓 口 を 設 置 し 、

勝 北 圏 域 内 の 高 齢 者 ニ ー ズ 把 握 の 実 施

2

独 居 高 齢 者 、 高 齢 世 帯 を 対 象 と し た

配 食 サ ー ビ ス の 実 施

3

生 活 困 窮 者 自 立 支 援 活 動

（ 令 和 ４ 年 度 １ 名 　 延 5 9 日 間 ）

4

障 害 者 の 中 間 的 就 労 支 援5

勝 北 集 い の 場 「 福 ち ゃ ん 家 」 の 設 置 運 営6

中 学 校 等 の 福 祉 教 育 活 動 に お け る 職 員 派 遣

（ 津 山 中 央 看 護 専 門 学 校 へ 1 5 回 派 遣 ）

7

災 害 時 に お け る 各 種 支 援 活 動 の 実 施8

生 活 困 窮 者 に 対 す る 物 資 支 援9

４
地 域 に お け る

公 益 的 な 取 り 組 み

実 施 状 況

令  和 ４ 年 度 　 決 算 報 告令  和 ４ 年 度 　 決 算 報 告

令  和 ４ 年 度

令  和 ４ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告令  和 ４ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告

事 業 報 告

 資 　 産 　 の 　 部

流 動 資 産 5 3 3, 2 0 5, 9 7 4

  

  

固 定 資 産 2, 3 4 3, 8 3 0, 2 8 7

　 基 本 財 産 1, 9 7 2, 3 7 7, 4 2 0

　 そ の 他 の 固 定 資 産 3 7 1, 4 5 2, 8 6 7

資 産 の 部 合 計 2, 8 7 7, 0 3 6, 2 6 1

 負 　 債 　 の 　 部

流 動 負 債 1 8 2, 4 4 6, 7 1 0

固 定 負 債 8 7 1, 1 9 3, 4 1 4

負 債 の 部 合 計 1, 0 5 3, 6 4 0, 1 2 4

 純 　 資 　 産 　 の 　 部

基 本 金 6 2 3, 3 4 5, 8 0 7

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金  7 2 4, 6 2 1, 3 2 2

そ の 他 の 積 立 金 1 6, 7 1 0, 0 0 0

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 4 5 8, 7 1 9, 0 0 8

（ う ち 当 期 活 動 増 減 差 額 ） （ 6 8, 6 3 2, 2 5 8 ）

純 資 産 の 部 合 計 1, 8 2 3, 3 9 6, 1 3 7

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  2, 8 7 7, 0 3 6, 2 6 1

日 本 原 荘日 本 原 荘     福 祉 だ よ り 　 V ol. 1 1 9 　 　福 祉 だ よ り 　 V ol. 1 1 9 　 　 55



　 厚 生 労 働 省 の 推 計 に よ る と 、 認 知 症 の 患 者 数 が 、 2 0 2 5 年 に は 7 0 0 万 人 に 増 加 す る と 予 測 さ れ て い ま

す 。 現 在 、 認 知 症 を 予 防 し た り 完 全 に 治 す 方 法 は あ り ま せ ん が 、 認 知 症 の 発 症 や 進 行 に は 日 常 の 食 事 を

始 め と す る 生 活 習 慣 が 重 要 と い う こ と が わ か っ て き ま し た 。

　 生 活 習 慣 を 改 善 し 、 認 知 症 の 発 症 リ ス ク を 減 ら し ま し ょ う 。

　 認 知 症 は 、 高 血 圧 症 や

糖 尿 病 、 動 脈 硬 化 症 な ど

の 生 活 習 慣 病 に 起 因 す る

こ と が 多 い た め 、 食 生 活

を は じ め と し た 健 康 管 理

が 重 要 で す 。

　 抗 酸 化 作 用 の あ る 野 菜 、 果 物 、 ナ ッ ツ 類 、 血 液 サ ラ サ ラ 効 果

D H A や E P A の 多 い 青 魚 な ど を 積 極 的 に 食 べ て 、 健 康 的 に 美 味

し く 認 知 症 予 防 を し ま し ょ う ！

「 認 知 症 予 防 の 食 事 」
栄 養 士 か ら の

ア ド バ イ ス

● １ 日 ３ 食 バ ラ ン ス よ く 食 べ る

● た ん ぱ く 質 は し っ か り と ！

● 野 菜 や 果 物 も 忘 れ ず に

● 水 分 は １ 日 し っ か り  1. 5 ℓ

● 糖 分 や 塩 分 を 控 え て 薄 味 で ！

● た の し く 食 べ る

食  べ  て  予  防  ？ ！

認 知 症 予 防 の

『 脳 や 体 の 健 康 に よ い 栄 養 素 』

体 の 調 子 を 整 え る 食 品

ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル

体 を つ く る 素 に な る 食 品

た ん ぱ く 質

エ ネ ル ギ ー に な る 食 品

認 知 症 予 防 に は バ ラ ン ス の よ い 食  事 を

　 体 に 必 要 な 栄 養 素 を バ ラ ン ス よ く 摂 る 秘 訣 は 、 毎 日 の 食 事 で 『 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 』 を

組 み 合 わ せ て 食 べ る こ と で す 。 黄 色 の 食 品 、 赤 の 食 品 、 緑 の 食 品 を バ ラ ン ス よ く 使 い ま し ょ う 。

糖 質 、 脂 質

❸ 比  較  的  、 安  価  な  料  金  で  使  う  こ  と  が  で  き  る  。

❹ 利 用 に 少 し 「 不 便 さ 」「 窮 屈 さ 」 が あ る 。

❶ だ れ で も 使 う （ 頼 む ） こ と が で き る 。

❷ 乗 合 （ ま た は 相 乗 ） で 利 用 す る 。

公 共 交 通 の 利 用 を 進 め  よ う ～ 上 手 に 使 っ て 守 っ て い こ う ～

よ り  多  く の  方  に  公  共  交  通  を  利  用 し て  い  た  だ く た  め  の  取  り  組  み

・ バ ス 時 刻 や 停 留 所 の 位 置 を

G o o gl e M a p で 確 認 で き 、

停 留 所 、 バ ス が ど ち ら か ら

来 る か 、 近 く に ど の よ う な

施 設 が あ る か な ど を 画 像 で

確 認 で き ま す 。

・ 市 内 主 要 施 設 （ ラ ン ド マ ー

ク ） か ら 近 い バ ス 停 の 確 認

が で き ま す 。

・ ご ん ご バ ス 循 環 線 の 運 行 状

況 の 確 認 が で き ま す 。

● 津 山 市 広 域 バ ス
　 乗 車 案 内 ホ ー ム ペ ー ジ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 よ り ご ん ご バ ス 東 循 環 線 、 西 循 環 線 、 小 循 環

線 に 「I C O C A 」 サ ー ビ ス が 導 入 さ れ て い ま す 。

J R 津 山 駅 で 2 0 2 1 年

9 月 か ら 行 っ て い た

バ リ ア フ リ ー 整 備 工

事 が 完 了 し 、 跨 線 橋

に 設 置 し た エ レ ベ ー

タ ー の 使 用 が 令 和 ５

年 3 月 1 1 日 か ら 始

ま っ て い ま す 。

● ご ん ご バ ス へ の 「I C O C A 」 導 入

● J R 津 山 駅 の バ リ ア フ リ ー 化

公  共  交  通 を な ぜ  使 う 方  が  良 い ？

自 動 車 を 使 っ て 生 活 が で き る 間 は 県 北 の よ う な 地 方 に 居 て も さ ほ ど 不 便 は あ り ま せ ん 。 し か し 、 例 え ば

腕 を 骨 折 し て 運 転 が で き な く な っ た 時 や 高 齢 に な っ て 判 断 能 力 が 低 下 し 免 許 を 返 納 せ ざ る を 得 な く な っ

た 時 な ど 自 動 車 を 運 転 す る こ と が で き な く な っ た 際 に は 突 然 、 移 動 困 難 者 に な っ て し ま い ま す 。 そ の こ

と に み な さ ん 気 づ く こ と が 必 要 で す 。 そ の た め に 、 日 頃 か ら 公 共 交 通 機 関 を 利 用 す る こ と に 慣 れ て お け

ば 、 ま た 、 今 か ら で も そ の 時 の た め に 考 え て お く き っ か け に な れ ば と 思 い ま す 。

● 自  動  車  が  運  転  で  き な く な っ た  ら

自 動 車 は 一 気 に 目 的 地 に い

く こ と が で き 、 確 か に 便 利

で す が 身 体 を 動 か す チ ャ ン

ス を 逃 し て い る か も し れ ま

せ ん 。 公 共 交 通 を 使 う と 知

ら ず 知 ら ず の う ち に 歩 く 機

会 が 多 く な り ま す 。

● 歩 い て 健  康 に
公 共 交 通 の 利 用 は 、 温 暖 化 の 原 因 と な る C O ₂

（ 二 酸 化 炭 素 ） の 排 出 量 を 抑 制 す る こ と が で き

ま す 。 運 輸 部 門 の C O ₂ 排 出 量 の う ち 、 自 家 用 自

動 車 か ら 排 出 さ れ る 量 は 全 体 の 4 4. 3 ％ に な り ま

す 。 一 方 、 バ ス 、 タ ク シ ー は 合 わ せ て 6. 4 ％

で 、 少 し で も 公 共 交 通 の 利 用 に 切 り 替 え る こ と

で C O ₂ の 削 減 に つ な が り ま す 。

● 温 暖  化 を 食 い 止 め る

過  疎 が  進 ん で い る 地 域 で は 行 政 か ら の 補 助 が な い と 公 共 交 通 の 存 続 が む ず か し い の で は ？

● 津  山  市  で  は  、 す  で  に  補  助  金 と し て  約 １ 億 4 , 0 0 0  万  円  弱  今  で  も  支  出 し て  い ま す 。

津 山 圏 域 の 公 共 交 通 機 関

     　 　 　    公 　 共 　 交 　 通 　 機 　 関 路 線 数  

ご  ん  ご  バ  ス （ 東 ・ 小 ・ 西 ・ マ ル ナ  カ  西  循  環  線  、 加  茂 ・ 勝  北 ・ 久  米  線 ）   6 路 線

民 間 路 線 バ ス 1 4 路  線

地 域 巡 回 バ ス （ 加 茂 、 勝 北 、 久 米 ） 3 路 線

市 営 阿 波 バ ス 1 路 線

阿 波 地 域 公 共 交 通 空 白 地 有 償 運 送  1 か 所

共  同  バ  ス （  美  咲  町  、 鏡  野  町  ）  3 路 線

合 計 2 9 路 線

※ そ の 他 に 、 鉄 道 ３ 路 線 、 高 速 バ ス （ 大 阪 、 岡 山 ） 、 空

港  デ  マ ン ド バ  ス な  ど  が  あ り ま  す 。

　 参 考 に な る ホ ー ム ペ ー ジ が あ り ま す の で 以 下 の Q R

コ ー ド か ら ご  覧 く だ さ い 。

津 山 市 広 域 バ ス

乗 車 案 内

津 山 圏 域

広  域  バ  ス マ ッ プ

年  間  利  用  者 ： 約 3 6  万  人

?
運 賃 を 支 払 え ば 、 基 本 的 に ど な

た で も 公 平 に 利 用 で き る

輸 送 機 関 と い う 意 味

で は 公 共 交 通 。

タ ク シ ー は 公 共 交 通 ？
公 共 交 通

と は

※ 令 和 ４ 年 度 実 績

※ 紙 面 の 都 合 で 津 山 市 の 状 況 ・ 取 り 組 み を 掲 載 し て い ま す 。 他 の 自 治 体 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 自 治 体 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 を ご 参 照 く だ さ い 。
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　 厚 生 労 働 省 の 推 計 に よ る と 、 認 知 症 の 患 者 数 が 、 2 0 2 5 年 に は 7 0 0 万 人 に 増 加 す る と 予 測 さ れ て い ま

す 。 現 在 、 認 知 症 を 予 防 し た り 完 全 に 治 す 方 法 は あ り ま せ ん が 、 認 知 症 の 発 症 や 進 行 に は 日 常 の 食 事 を

始 め と す る 生 活 習 慣 が 重 要 と い う こ と が わ か っ て き ま し た 。

　 生 活 習 慣 を 改 善 し 、 認 知 症 の 発 症 リ ス ク を 減 ら し ま し ょ う 。

　 認 知 症 は 、 高 血 圧 症 や

糖 尿 病 、 動 脈 硬 化 症 な ど

の 生 活 習 慣 病 に 起 因 す る

こ と が 多 い た め 、 食 生 活

を は じ め と し た 健 康 管 理

が 重 要 で す 。

　 抗 酸 化 作 用 の あ る 野 菜 、 果 物 、 ナ ッ ツ 類 、 血 液 サ ラ サ ラ 効 果

D H A や E P A の 多 い 青 魚 な ど を 積 極 的 に 食 べ て 、 健 康 的 に 美 味

し く 認 知 症 予 防 を し ま し ょ う ！

「 認 知 症 予 防 の 食 事 」
栄 養 士 か ら の

ア ド バ イ ス

● １ 日 ３ 食 バ ラ ン ス よ く 食 べ る

● た ん ぱ く 質 は し っ か り と ！

● 野 菜 や 果 物 も 忘 れ ず に

● 水 分 は １ 日 し っ か り  1. 5 ℓ

● 糖 分 や 塩 分 を 控 え て 薄 味 で ！

● た の し く 食 べ る

食  べ  て  予  防  ？ ！

認 知 症 予 防 の

『 脳 や 体 の 健 康 に よ い 栄 養 素 』

体 の 調 子 を 整 え る 食 品

ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル

体 を つ く る 素 に な る 食 品

た ん ぱ く 質

エ ネ ル ギ ー に な る 食 品

認 知 症 予 防 に は バ ラ ン ス の よ い 食  事 を

　 体 に 必 要 な 栄 養 素 を バ ラ ン ス よ く 摂 る 秘 訣 は 、 毎 日 の 食 事 で 『 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 』 を

組 み 合 わ せ て 食 べ る こ と で す 。 黄 色 の 食 品 、 赤 の 食 品 、 緑 の 食 品 を バ ラ ン ス よ く 使 い ま し ょ う 。

糖 質 、 脂 質

❸ 比  較  的  、 安  価  な  料  金  で  使  う  こ  と  が  で  き  る  。

❹ 利 用 に 少 し 「 不 便 さ 」「 窮 屈 さ 」 が あ る 。

❶ だ れ で も 使 う （ 頼 む ） こ と が で き る 。

❷ 乗 合 （ ま た は 相 乗 ） で 利 用 す る 。

公 共 交 通 の 利 用 を 進 め  よ う ～ 上 手 に 使 っ て 守 っ て い こ う ～

よ り  多  く の  方  に  公  共  交  通  を  利  用 し て  い  た  だ く た  め  の  取  り  組  み

・ バ ス 時 刻 や 停 留 所 の 位 置 を

G o o gl e M a p で 確 認 で き 、

停 留 所 、 バ ス が ど ち ら か ら

来 る か 、 近 く に ど の よ う な

施 設 が あ る か な ど を 画 像 で

確 認 で き ま す 。

・ 市 内 主 要 施 設 （ ラ ン ド マ ー

ク ） か ら 近 い バ ス 停 の 確 認

が で き ま す 。

・ ご ん ご バ ス 循 環 線 の 運 行 状

況 の 確 認 が で き ま す 。

● 津 山 市 広 域 バ ス
　 乗 車 案 内 ホ ー ム ペ ー ジ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 よ り ご ん ご バ ス 東 循 環 線 、 西 循 環 線 、 小 循 環

線 に 「I C O C A 」 サ ー ビ ス が 導 入 さ れ て い ま す 。

J R 津 山 駅 で 2 0 2 1 年

9 月 か ら 行 っ て い た

バ リ ア フ リ ー 整 備 工

事 が 完 了 し 、 跨 線 橋

に 設 置 し た エ レ ベ ー

タ ー の 使 用 が 令 和 ５

年 3 月 1 1 日 か ら 始

ま っ て い ま す 。

● ご ん ご バ ス へ の 「I C O C A 」 導 入

● J R 津 山 駅 の バ リ ア フ リ ー 化

公  共  交  通 を な ぜ  使 う 方  が  良 い ？

自 動 車 を 使 っ て 生 活 が で き る 間 は 県 北 の よ う な 地 方 に 居 て も さ ほ ど 不 便 は あ り ま せ ん 。 し か し 、 例 え ば

腕 を 骨 折 し て 運 転 が で き な く な っ た 時 や 高 齢 に な っ て 判 断 能 力 が 低 下 し 免 許 を 返 納 せ ざ る を 得 な く な っ

た 時 な ど 自 動 車 を 運 転 す る こ と が で き な く な っ た 際 に は 突 然 、 移 動 困 難 者 に な っ て し ま い ま す 。 そ の こ

と に み な さ ん 気 づ く こ と が 必 要 で す 。 そ の た め に 、 日 頃 か ら 公 共 交 通 機 関 を 利 用 す る こ と に 慣 れ て お け

ば 、 ま た 、 今 か ら で も そ の 時 の た め に 考 え て お く き っ か け に な れ ば と 思 い ま す 。

● 自  動  車  が  運  転  で  き な く な っ た  ら

自 動 車 は 一 気 に 目 的 地 に い

く こ と が で き 、 確 か に 便 利

で す が 身 体 を 動 か す チ ャ ン

ス を 逃 し て い る か も し れ ま

せ ん 。 公 共 交 通 を 使 う と 知

ら ず 知 ら ず の う ち に 歩 く 機

会 が 多 く な り ま す 。

● 歩 い て 健  康 に
公 共 交 通 の 利 用 は 、 温 暖 化 の 原 因 と な る C O ₂

（ 二 酸 化 炭 素 ） の 排 出 量 を 抑 制 す る こ と が で き

ま す 。 運 輸 部 門 の C O ₂ 排 出 量 の う ち 、 自 家 用 自

動 車 か ら 排 出 さ れ る 量 は 全 体 の 4 4. 3 ％ に な り ま

す 。 一 方 、 バ ス 、 タ ク シ ー は 合 わ せ て 6. 4 ％

で 、 少 し で も 公 共 交 通 の 利 用 に 切 り 替 え る こ と

で C O ₂ の 削 減 に つ な が り ま す 。

● 温 暖  化 を 食 い 止 め る

過  疎 が  進 ん で い る 地 域 で は 行 政 か ら の 補 助 が な い と 公 共 交 通 の 存 続 が む ず か し い の で は ？

● 津  山  市  で  は  、 す  で  に  補  助  金 と し て  約 １ 億 4 , 0 0 0  万  円  弱  今  で  も  支  出 し て  い ま す 。

津 山 圏 域 の 公 共 交 通 機 関

     　 　 　    公 　 共 　 交 　 通 　 機 　 関 路 線 数  

ご  ん  ご  バ  ス （ 東 ・ 小 ・ 西 ・ マ ル ナ  カ  西  循  環  線  、 加  茂 ・ 勝  北 ・ 久  米  線 ）   6 路 線

民 間 路 線 バ ス 1 4 路  線

地 域 巡 回 バ ス （ 加 茂 、 勝 北 、 久 米 ） 3 路 線

市 営 阿 波 バ ス 1 路 線

阿 波 地 域 公 共 交 通 空 白 地 有 償 運 送  1 か 所

共  同  バ  ス （  美  咲  町  、 鏡  野  町  ）  3 路 線

合 計 2 9 路 線

※ そ の 他 に 、 鉄 道 ３ 路 線 、 高 速 バ ス （ 大 阪 、 岡 山 ） 、 空

港  デ  マ ン ド バ  ス な  ど  が  あ り ま  す 。

　 参 考 に な る ホ ー ム ペ ー ジ が あ り ま す の で 以 下 の Q R

コ ー ド か ら ご  覧 く だ さ い 。

津 山 市 広 域 バ ス

乗 車 案 内

津 山 圏 域

広  域  バ  ス マ ッ プ

年  間  利  用  者 ： 約 3 6  万  人

?
運 賃 を 支 払 え ば 、 基 本 的 に ど な

た で も 公 平 に 利 用 で き る

輸 送 機 関 と い う 意 味

で は 公 共 交 通 。

タ ク シ ー は 公 共 交 通 ？
公 共 交 通

と は

※ 令 和 ４ 年 度 実 績

※ 紙 面 の 都 合 で 津 山 市 の 状 況 ・ 取 り 組 み を 掲 載 し て い ま す 。 他 の 自 治 体 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 自 治 体 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 を ご 参 照 く だ さ い 。
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※ 各 施 設 の 行 事 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 を 行 っ て 実 施 し て お り ま す 。

勝 北 地 区
民 生 児 童 委 員 施 設 研 修

● 社 会 福 祉 法 人 　 日 本 原 荘
2 0 2 3

8
1 0

　 勝 北 地 区 の 民 生 委 員 2 2 名 が 施

設 に 来 ら れ 、 日 本 原 荘 の 施 設 や

地 域 連 携 に つ い て 学 ば れ ま し た 。

職 員 寮 地 鎮 祭

● 社 会 福 祉 法 人 　 日 本 原 荘

暑 さ に 負 け て な い ぞ ！ 学 童 保 育

● 日 本 原 荘 学 童 保 育

　 小 学 校 は 夏 休 み に 入 り 、 学 童 保 育 の 子 ど も た ち は 「 遊

び 」 に 「 学 び 」 に 朝 か ら 元 気 い っ ぱ い 過 ご し て い ま す 。

　  暑  さ  に  負  け  て  な  い  ぞ  ！ ！

2 0 2 3

7 ～ 8
月

　 日 本 原 荘 で は 遠 方 の 職 員 に

安  心 し て 勤  め て い た  だ  け る よ う

今 ま で あ っ た 職  員  寮 を 新 し く

旧  第 ３ 日 本  原  荘  跡  地 に 移  転 す

る こ と に い た し ま し た  。

　 地 鎮 祭 を 行 い 、 神 主 さ ま よ

り 工 事 の 安 全 を 祈 願 し て い た

だ き ま し た  。

2 0 2 3

6
2

夏 祭 り

● 総  合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー  か つ た 　

　 か つ た  夏  祭 り を 開

催 し ま し た  。

　  コ  ロ  ナ  禍  に  よ り ３ 年

ぶ り の 開 催 で 感  染 対

策 を 行  い  な  が ら 、 午

前 中 は カ ラ オ ケ 大  会 、

午 後 か ら は 綿 菓 子 を

頬 張 り な が ら ビ ン ゴ ゲ

ー ム を 行 い ま し た 。 ビ

ン ゴ の 商 品 が 当 た る と

「 い  い  も  の  が  当  た  っ

た 」 と 大 喜 び で し た 。

2 0 2 3

8
1 8 外 国 人 実 習 生 来 荘

● 社 会 福 祉 法 人 　 日 本 原 荘

　 ネ パ ー ル か ら の 実 習 生

２ 名 が １ 週 間 、 ア ル バ イ

ト に 来 ら れ ま し た 。

　 昨 年 も 来 ら れ ま し た が 、

２ 年 目 と い う こ と も あ り

す ぐ に 慣 れ て お ら れ る よ

う で す 。

　 グ ロ ー バ ル 社 会 と い う

言 葉 が あ り ま す が 、 介 護

の 世 界 に も グ ロ ー バ ル な

風 を 感 じ ま す 。

2 0 2 3

9
1 1 ～ 1 5

夕 涼 み 会

● 軽  費  老 人 ホ ー ム   第 ２ 日  本  原  荘

　 少 し で も 夏 祭 り の 雰 囲 気

を 楽 し ん で い た だ こ う と お

茶 会 の 時 間 に お 涼 み 会 を 企

画 し ま し た 。

　 昔 懐 か し い 綿 飴 や ア イ ス

た こ 焼 き を 食 べ て も ら い ヨ

ー ヨ ー 釣 り 、

輪 投 げ な ど の

ア ト ラ ク シ ョ

ン を 用 意 し 、

楽 し ん で い た

だ き ま し た 。

2 0 2 3

7
2 0

利 用 者 様 作 品 「 ぶ ど う 」 利 用 者 様 作 品 「 か ぐ や 姫 」 利 用 者 様 作 品 「 ハ ロ ウ ィ ン 」
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